
 

令和元年度前期 学群教育改善計画 

 

学群（学部）名 事業構想学群 

学群（学部）長名 風見 正三 

 

１－(1)．授業評価アンケート結果を踏まえ、学群で改善すべき重点課題とその理由について 3つ挙げてください。 

※なお、前回から継続して同様の課題を記載する場合は、冒頭に「継続」と記載してください。 

① 

課

題 

事前・事後の学習計画の妥当性について検討する必要がある。 

理

由 

事前・事後の学習は導入されてきているが、その評価手法の確立が十分ではない。 

② 

課

題 

実学教育プログラムの教育効果について考察を進める必要がある。 

理

由 

シラバスを踏まえた外部講師の導入効果や貢献度を明確にする必要がある。  

③ 

課

題 

E-ラーニングシステムの導入効果の測定が必要である。  

理

由 

MoodleやMoca等の教育効果の把握が十分ではない。 

１－(2)．上記のそれぞれの課題を解決するための取組と、それらの取組を具体的にどのように進めていくか書いてください。 

①  

各教科の事前・事後の学習方法の実施状況と適性度を考察し、教員連絡会議で情報の共有を行う。  

 

② 

学類単位で実学教育プログラムの実施状況を把握し、外部講師の貢献度や導入効果を考察する。 

③ 

学群SSC-WGが主体となり、E-ラーニングの導入状況とその効果を測定し、ミクロFDや教員連絡会議で情報共有を進める。 

 

 

２－(1)．各科目の授業改善計画から、授業実施・授業改善の良い事例を挙げてください。 

・各学生の進度把握とフォロー体制(補講など)を充実させていく。 

・グループ数を減らしてフィードバックを充実させていく。  

・課題や提出物について、mocaのコメント機能を有効活用していく。 

２－(2)．上記の事例を学群の中でどのように共有して教育改善につなげていくか書いてください。 

・各学生の習熟度や進度を踏まえたフォロー体制の整備を努めていく。 

・各学類の特性を踏まえながら、講義・演習における双方向・対話型の手法を検討していく。 

・外部講師による実践知の習得状況を踏まえながら、戦略的な講義計画を検討していく。 


